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情報リテラシ教育のシラバスの例を図 2 に示す． 
























































図 5 に示す． 


























































を高めるプロセスを図 7 に示す． 
 










































表 1 各回の学習テーマと教師の発問内容 
回 学習テーマ 教師の発問内容 
１ ガイダンス  
２ 情報リテラシの重要性 情報リテラシとは何だろう? 情報ツールとは何だろう? 







５ 情報の収集 -インターネットからの情報収集- 
インターネットで情報収集することのメリットは何だろう? 
インターネットで情報収集するときに気を付けることは何だろう? 
６ 情報の収集 -文献からの情報収集- 
文献とは何だろう?文献をいくつか挙げてみよう。 
文献で情報収集することのメリットは何だろう? 
７ 情報の整理 -情報リストの作成- 
収集した情報をリストにまとめてみよう。 
どんな情報を収集して、どんなことがわかりましたか? 
８ 情報の分析 -言語的データ分析- 
データと情報の違いは何だろう? 
文章の内容を流れ図で表してみよう。 




１０ 情報の加工 -レポートの作成- 
報告書とは何だろう?報告書の特徴を挙げてみよう。 
報告書を作成するときに気を付けることは何だろう? 
１１ 情報の加工 -文章の図式化- 
文章をピラミッド図で表現してみよう。 
文章とピラミッド図を比較するとどんな違いがあるだろう? 
１２ 情報の加工 -スライドの作成- 
わかりやすいプレゼンテーションの特徴を挙げてみよう。 
スライド作成で工夫したいことは何だろう? 
１３ 調査発表会の準備 プレゼンテーションのリハーサル 
調査報告会で自分が最も主張したい情報は何だろう? 
プレゼンテーションで気を付けることは何だろう? 
１４ 情報の発信 -調査報告会- 
調査報告会で報告する情報を簡潔にまとめてみよう。 
調査報告会で気を付けたいと思うことは何だろう? 



















































せる（図 11 参照）． 
 










図 10 知識を高めるための学習コンテンツ 























していた回の発言内容を分類し，比較した（図 12，13 参照）．  
 
図 12 発言が減少した回の発言内容  




















り込み，出現頻度を比較した（表 2，表 3 参照）．  







































































 表 4 1 週間あたりのアクセス回数 
 
平均アクセス回数 1.16 回 
2 回以上アクセスした学習者の平均数 3.1 名 
















  分散タイプ 
短期間に集中して学習することを繰り返す  直前集中タイプ 
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